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7/14 時事ドットコム（ＨＰ）より

戦争への怒り、二度と被爆者をつくらせない決意を胸に

被爆78年原爆犠牲者を偲ぶつどいに120人の参加

名古屋高校１年生:佐藤快さんにより、偲ぶつどい

に捧げられた「平和の誓い」(要約)

メッセージをお寄せいただいた団体・自治体関係者

募金のお礼

愛友会は、９月２５日、名古屋市公会堂で「被爆７８周

年原爆犠牲者を偲ぶつどい」を開催し、被爆者、遺族、平

和団体の代表、行政担当者ら１２０名が参列しました。

県内の被爆者は、１４３８人（２０２３年３月末厚労省

発表）、２０２２年度に１０６人亡くなりました。

開会のあいさつに立った金本弘・愛友会理事長は、「原

爆の犠牲となった故人を偲ぶ場、70歳まで決して被爆者の

体験を口にしなかった母親。（口にすることすらできな

かった母親）ここに戦争に対する怒りと、私自身の偲び方

がある。ウクライナ戦争、いつ終わるとも見えない戦争。

多くの方が、どうしたら良いのか考えている。生き残った

被爆者が、苦しんでいる現実、なんとかしていきたい」と

語りました。

参列者全員が黙とうと献花を行い、自治体、県下の団体

からは、愛知県知事代理、名古屋市長代理、コープあいち

の渡辺副理事長、愛労連の西尾議長、新婦人県本部の佐々

木会長が追悼の言葉を述べました。若い世代の中では、名

古屋学院の高校一年生の佐藤さんが平和の誓いを読み上げ

ました。

壇上には、平和行進を通じて寄せられたたくさんの折り

鶴が飾られ、また、亡くなられた被爆者の方々の遺影がプ

ロジェクターで逐次、写されました。

遺族を代表して、広島の被爆者遺族・木下博之さんが、

あいさつしました。

慰霊式典の後、文化行事として、民俗芸能・まんまる企

画とピアノ演奏（坂本龍一氏作曲の戦場のメリークリスマ

スなど）が行われました。

また、会場の一角には、広島市の基町高校の生徒が被爆

者の体験を聞き取り描いた「原爆の絵」が飾られ、多くの

参加者が見入っていました。

この会に出席させていただくにあたり、平和とはなんだ

ろうと考えていました。戦争がないならば平和というのは

違うと思います。「平和ならば戦争がない」は成り立ちま

すが、「戦争がないならば平和」は成り立ちません。

もう一つ、考えていたことがあります。それは、「今の

僕が平和のためにできることはなんだろう」ということで

す。これも答えがでないものですが、考えなければいけな

いことです。当然のことですが、今ここにいる人のほとん

どは、一般市民です。一般市民の僕たちに、国の方針を変

えたり、世界を動かすようなことは、不可能ではありませ

んが、非常に難しいことです。

僕たち1人1人が平和のためにできることは、何かないの

でしょうか。僕は、自分の隣にいる人、親しい人の幸せを

願い、今を全力で生き抜くことだと思います。この星に生

まれ、生きる。その意味を今、もっと深く見つめたいんで

す。この星で、もしも僕が何か伝えることができるなら、

未来を一生懸命信じてほしい。世界のニュースでは昨日も

今日もずっと、やるせない場面ばかり流れています、でも

僕は、この地球より綺麗な星は存在しないと思うんです。

だからこそ、僕は前へ前へ進みます、僕には僕のゴールが

あります。夢の先には、別の夢があります。その夢の先で、

僕の大切に人が笑っていることを願いに変えて、行動して

いきたい。

これが僕の答えです。平和への道はないんです、平和こ

そが道なんです。そのことを胸に行動していきます。
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そが道なんです。そのことを胸に行動していきます。

全自治体を訪問する

非核平和行政の推進と被爆者支援政策の充実をもとめて、

愛友会が県内の自治体を訪問する「県内被爆者行脚」が、１０

月２５日～１１月２８日までの日程で、愛知県下の全ての自治

体を訪問し、懇談します。要請の趣意書と要請文を事前に愛友

会から自治体首長と自治体議会に送り、懇談の中で回答を求

めます。

訪問に際しては、参加した被爆者から自らの被爆体験を自治

体首長や職員、議員などに聞いてもらいます。今年で５６年目

となる「被爆者行脚」活動。全国でも、全自治体を訪問する活

動をおこなっているのは、愛友会だけです。支援者のみなさん

の力を借りて、今年も取り組みます。ぜひ、地元の自治体訪問

時に、駆け付けてください。

10月のおもな予定

昨年、被爆者行脚を報道したＮＨＫ
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木ゆり子、佐竹康行（津島市）、匿名、（敬称略）
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被団協新聞・愛友会ニュース発送

ちくさ反核コンサート

語り部 知立東高校（水野）

被団協代表者会議

被団協中央行動
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２４日

２５～日

２５日

東海北陸ブロック相談事業講習会

語り部 長久手高校（水野）

被爆者行脚開始 愛知県

愛友会理事会


